
可
観
小
説
怨

仰
候
は
.
若
宮
者
北
ハ
能
心
得
候
へ
。
父
の
敵
沼
の
敵
兄
の
敵
た
ど
与

中
も
の
を
打
申
に
は
、

武
へ
ん
名
聞
は
品
目
て
無
之
都
民
候
。
女
を
領

候
て
も
打
申
が
肝
裂
に
て
候
。
六
郎
五
郎
が
父
も
、
自
分
K
打
可
申

と
存
候

τ時
節
沿
く
れ
‘
絡
に
打
そ
と
左
ひ
巾
候。

此
は
若
無
K
て

怒
放
心
得
陀
て
候
。
世
相
父
兄
の
敵
危
ど
を
一
刀
陀
て
打
候
て
も
、

手
柄
と
巾
慌
に
て
も
無
之
.
文
人
を
翻
候
て
も
烏
く
れ
と
申
に
て
も

無
之
、
只
は
や
く
打
申
が
肝
要
に
て
候
。
袋
を
よ
〈
合
結
仕
候
得
と

山
氏

畑
」
V
F
K

。

主
引
b
p

一
、
厨
人
民
御
公
美
鈴
之
御
趣
旨

只
今
御
技
K
御
料
理
の
聞
と
申
間
有
之
候
。
此
悶
ヘ
ム
口
徳
院
桜
毎
度

出
御
被
遊
・
御
山
川
の
相
手
に
成
候
品
点
、
大
か
た
阿
世
り
有
之
候
。
共
時

分
俄
陀
鯉
を
献
じ
巾
者
有
之
候
て
・
止
中
何
梨
花
庖
丁
被
仰
付
御
覧
被

成
候
。
鯉
の
庖
丁
は
・
塑
の
脊
中
主
庖
丁
の
装
陀
て
三
度
捺
候
て、

切
巾
も
の
と
中
供
。
捺
申
時
鰹
は
ね
候
て
ま
た
板
よ
り
詐
巾
底
を

ま
な
ば
し
取
直
し
候
て、

鯉
の
間
限
を
ひ
し
と
刺
と
ほ
し
侠
て
.
ー
ハ

ま
h
庖
丁
い
た
し
申
候
。
満
座
興
に
入
候
て
、
手
の
き
h
巾
を
感
じ

巾
候
。
上
様
に
も
御
覧
被
成
候
へ

か
し
と
存
候
へ
ば
、
折
ふ
し
脇
を

御
児
被
成
候
。
右
の
首
尾
を
御
覧
不
被
遊
侠
哉
と
.
各
有
候
て
磁
念

て
、
・米
閣
の
御
前
、
御
取
成
被
下
候
線
医
と
中
越
候
。
権
現
様
御
聞

被
遊
、
共
中
恥叫巴
L

へ
呼
候
へ
と
被
仰
快
。

則
御
前
に
徒
出
候
。
出
叩

税
制
制
陀
は
と
だ
っ
陀
御
乎
を
さ
し
入
、
御
あ
た
り
被
成
た
が
ら
、
中

務
口
上
を
御
聞
被
成
、

扱
何
の
御
立
も
無
之
、
今
朝
早
天
陀
能
越
候

て、

腹
中
す
き
可
巾
候
問
.
そ
れ
に
て
料
理
振
廻
候
へ
と
被
仰
候
。

則
梢
現
桜
も
御
脇
被
召
上
候
。
中
務
は
次
の
間
御
側
近
に
て
御
相
伴

巾
快
。
上
に
は
御
食
鉢
出
不
巾
候
。
不
審
に
存
侠
へ
ば
、
と
だ
っ
の

上
に
御
食
鉢
有
之

被
仰
候
は
、
共
方
め
し
は
ひ
え
可
巾
候
問
、
此
鉢
の
め
し
を
と
被
仰

候
て、

共
鉢
の
め
し
を
被
下
候
。
仰
時
過
候
て
も
飴
の
御
附
陀
て
.

御
ふ
と
ん
の
下
よ
り
取
出
侠
て
っ
き
申
候

御
返
事
は
不
敏
仰
何
候
故
、
中
務
、
佐
渡

q
k肉
ひ
巾
候
は
、
政
宗

待
訟
に
可
存
候
問
‘
御
暇
可
申
上
候
。
此
御
懇
意
見
申
附
候
は
ピ
‘

恭
可
。滋

存
皆
中
候
o
拠
時
被
仰
候
は
、
被
陀
返
事
問
皮
可
存
候
、
E

L

へ
窃
候
へ
と
被
仰
侠
ゆ
主
、
に
じ
り
寄
候
へ
ば
・ま
っ
と
寄
候
へ
と

被
仰
候
故
、
御
側

へ
寄
候
へ
ば
、
共
方
が
主
人
ほ
ど
腹
ぬ
け
は
有
問

放
快
。
先
年
も
呼
何
ら
れ
、
叉
此
庇
も
此
仕
合
に
て
候
。

と
か
く
主

人
は
脱
ぬ
け
候
へ
ば
、
何
都
主
一
耳
て
も
叩
援
も
師
…
之
候
。

此
上
は
共

方
ど
も
料
簡
有
之
事
と
被
仰
候
。
抜
太
閤
へ
被
仰

K
候
は
‘
反
候
へ

可

観

小

院

佐

。
怨

八

が
り
巾
候
。
扱
御
前
陀
て
一
一
統
陀
共
院
を
巾
侠
て
、
何
と
ぞ
御
政
策

も
有
之
般
に
と
、
色

h
k

取
成
侠
得
ど
も
、
と
か
く
の
御
返
事
無
之
候。

共
後
右
の
鰹
御
料
理
に
成
巾
候
。
風
味
格
別

K
候
と
て
皆

h
k

感
じ
・

共
上
K
て
叉
先
刻
の
庖
丁
は
、
扱
も
見
事
成
事
と
巾
供
。
北
ハ
時
上
鋭

敏
仰
候
は
、
何
も
先
刻
よ
り
庖
丁
の
都
を
ひ
た
と
中
出
快
。
来
に
叫
弘

美
も
致
し
候
へ
と
被
仔
候
て
の
事
と
被
思
召
候
。
か
ゃ
う
の
ち
ひ
さ

き
事
陀
貨
は
不
行
も
の
に
て
候
。
惣
じ
て
交
樹
は
つ
り

合
中
さ
ね

ば
、
託
制
削
共
に
立
不
自
・候。

此
庖
丁
を
貸
し
申
候
は、

日
山
も
川
県
之
都

民
候
へ
ど
も
、
左
候
は
ピ
盟
て
又
側
一
を
取
落
し
不
例
法
成
時
、
そ
れ

E
m削
せ
ら
れ
ね
げ
成
申
さ
宇
候
。
何
も
心
得
あ
し
き
と
被
仰
候
。

て

伊

建
中
務
、

一
脚
君
の
際
部
聞
を
解
く

太
閤
の
時
、
制
現
級
伏
見
の
御
間
即
時
制
陀
被
成
御
也
候
時
、
本
多
佐
波

令
、
只
今
の
長
屋
住
居
K
て
居
被
申
候
。
其
時
分
仙
沼
の
政
ん-M
W
申
・

凶
自
秀
衣
御
生
符
の
後
、
御
Mmz
味
有
之
候
へ
ば
・
政
宗
よ
り
大
分
の

時
百
億
を
秀
衣
へ

仕
都
相
知
、
太
閤
以
の
外
腹
立
、
秀
女
同
郊
の
沙
汰

k
h
よ
び
、
急
h
k

政
宗一
を
伏
見
へ
呼
寄
被
申
候
。
政
宗
は
京
迄
来
て

閉
門
し
て
居
な
が
ら
、

伊
建
中
務
と
一
耳
家
老
を
以
.
本
多
佐
渡
守
迄
、

此
度
の
儀
備
に
悲
願
候
。

伊
建
の
家
主
御
取
立
紋
成
と
被
思
召
候

~ 

ば
大
崎
の
少
将
御
呼
被
成
候
由
、
如
何
の
思
召
に
候
哉
と
被
仰
候
。

太
閤
共
時
、
さ
れ
ば
仙
誌
の
武
郎
め
が
、
わ
る
さ
い
た
し
候
故
呼
谷

川
出
候
山
。
共
時
内
的
被
仰
候
は
・
少
将
事
は
、
私
へ
被
仰
付
候
て
、

引
寄
打
て
伶
候
て
も
成

'm都
民
候
。
久
放
・援
に
候
故
、
闘
に
能
在
候

家
子
郎
総
共
‘
的
叫
披
友
ど
仕
候
は
ピ
人
数
を
被
指
向
、
騒
動
に
及
可

巾
候
問
.
少
将
諒
御
宥
突
被
出
世
候
は
ピ
可
然
作
候
。
恋
文
御
菟
都
知
被

成
儀
に
候
は
y
.
急
に
御
成
敗
被
成
、早

々
奥
州
へ
人
数
む
け
ら
れ
、

御
つ
ぶ
し
被
成
可
掛
川
候

図

。
由
桜
花
ベ
ん
/

¥
と
被
成
世
候
て
は

一
味
同
心
に
罷
成
、
む
づ
か
し
く
可
有
之
候
。

御
料
簡
被
成
可
然
と
被
仰
候
へ
ば
、
太
閤
‘
と
か
く
近
辺
の
者
北
ハ
を

に
罷
在
候
者
ど
も
、

少
終
方
へ
逃
侠

τ、
と
く
と
存
念
承
脂
可
巾
と
被
仰
候
。
京
都
談
宿

迄
佼
者
閑
人
被
也
候
庭
、
上
伎
と
て
迎
に
も
家
来
共
同
向
不
申
‘
各

甲
町
し
て
弓
鍬
抱
乎
に
/
¥
扮
候
て
、
上
位
に
郷
不
巾
故
、
雨
入
の

裁
も
玄
関
に
見
合
候
て
庖
被
巾
候
出
国
へ

.
政
宗
髪
も
取
さ
ば
き
.
ら

っ
し
も
無
之
俳
陀
て
走
り
出
‘
上
伎
を
む
か
へ
被
巾
候
て
、

渚
庄
の

後
被
巾
候
は
.
担

h
k

只
今
迄
上
級
の
御
息
を
不
作
供
。
今
日
始
て
御

思
の
深
き
W

舶
を
存
候
。
私
今
度
上
級
K
御
勘
気
を
得
山
中
候
へ
ば
、
あ

れ
御
覧
被
成
候
へ
。
私
申
俄
も
且
て
承
引
不
仕
.
各
様
上
伎
と
て
御

ブL




